
藤　岩　田　西

井　本　葉　村

十　君　公　武

津

成　美　碓　芙

議
員
提
出
議
案
第

一

†

l

●

　

タ

呈

守

三
朝
町
議
会
会
議
規
則
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

､

別

紙

の

と

お

り

地

方

自

治

法

第

百

十

二

条

及

び

三

朝

町

議

会

会

議

規

則

第

十

四

条

の

規

定

に

よ

り

提

出

し

ま

す

｡

昭
和
六
十
二
年
三
月
十
四
日

提
出
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

昭
聖
八
弐
年
季
月
J
七
･
婚
ヨ

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
拭
貞

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
読
会
議
員

原
案
可
決

三
朝
町
親
合
挽
長
安
井
由
行
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.

　

_

q

　

　

■

E

-

提
案
理
由

行

政

の

近

代

化

と

と

も

に

､

町

村

議

会

に

課

せ

ら

れ

た

責

務

は

益

々

重

要

と

な

り

､

今

回

｢

標

準

｣

町

村

議

会

会

議

規

則

が

全

部

改

正

さ

れ

た

の

で

,

本

町

議

会

会

議

規

則

も

こ

れ

に

準

じ

て

全

部

改

正

を

行

な

い

､

議

会

運

営

の

合

理

化

､

能

率

化

を

は

か

ろ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

｡



"

　

　

　

)

へ
三
朝
町
　
謹
概
Å
玄
Å
石
議
規
則

三
朝
町
警
会
議
規
則
(
昭
和
瓜
寺
嶋
懲
則
第
三
)
の
全
部
を
攻
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

目
次第

山
草

第
二
章

第
三
卓

第
四
章

第
亙
章

第
六
費

第
七
章

第
八
章

第
九
孝

第
十
尊

串
･
-
.
r
J
=
･

範

･

･

･

:

;

;

第
卜
一
三
T
J
u
1

第
1
凹
章

絶
則
　
(
第
一
粂
-
第
十
三
条
)

議
案
及
び
勤
続
(
第
十
四
条
-
第
二
十
条
)

議
事
日
程
(
第
二
十
一
条
-
･
第
二
十
五
条
)

選
挙
　
(
第
二
十
六
条
!
第
三
十
五
条
)

諌
事
　
(
第
三
十
六
条
-
･
･
･
第
四
十
九
条
)

発
言
(
第
五
十
条
-
第
六
十
四
条
)

委
員
会
　
(
第
六
十
五
条
-
…
第
七
十
七
粂
)

表
決
　
(
範
七
-
r
･
(
粂
…
第
八
十
八
森
)

措
朗
　
(
第
八
十
九
条
～
-
第
九
十
五
条
)

秘
密
会
(
第
九
十
六
条
･
第
九
十
七
条
)

辞
職
及
び
資
格
の
決
定
(
第
九
十
八
森
-
第
百
一
条
)

税
津
　
(
第
百
二
条
　
第
百
九
条
)

懲
罰
　
(
第
百
十
条
-
第
百
十
六
条
)

会
諌
録
　
(
第
百
十
七
条
･
第
骨
卜
八
粂
)



第
卜
五
章
　
補
則
(
第
百
十
九
条
)

附

　

則第
l
章
　
総
則

(
参
集
)

第
l
粂
　
議
員
は
､
招
集
の
当
日
閲
読
定
刻
前
に
議
場
に
参
集
し
､
そ
の
旨
を
議
長
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

(
欠
席
の
届
出
)

第
二
粂
　
議
員
は
､
事
故
の
た
め
出
席
で
き
な
い
と
き
は
､
そ
の
理
由
を
付
け
､
当
日
の
開
譲
時
刻
ま
で
に
護
良
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

(
宿
所
又
は
連
絡
所
の
届
出
)

第
三
粂
　
議
員
は
､
別
に
宿
所
又
は
連
絡
所
を
定
め
た
と
き
は
､
議
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
､
ま
た
同
様
と

す
る
｡

(
議
席
)

第
四
条
　
議
員
の
議
席
は
､
一
般
選
挙
後
最
初
の
会
読
に
お
い
て
､
横
長
が
定
め
る
｡

2
　
3
般
選
挙
後
新
た
に
選
挙
さ
れ
た
諌
点
の
議
席
は
､
議
長
が
定
め
る
｡

3
　
議
良
は
､
必
要
が
あ
る
と
組
め
る
と
き
は
､
議
席
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

4

　

雄

糖

に

は

､

蕃

童

を

付

け

る

o

(
会
期
)

｢､



(

第
五
条
　
会
期
は
､
毎
会
期
の
初
め
に
議
会
の
議
決
で
定
め
る
｡

2
　
会
期
は
､
招
集
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
す
る
｡

(
会
期
の
延
長
)

第
六
粂
　
会
期
は
､
議
会
の
議
決
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
会
期
中
の
閉
会
)

第
七
粂
　
会
議
に
付
さ
れ
た
事
件
を
す
べ
て
議
了
し
た
と
き
は
､
会
期
中
で
も
練
会
の
議
決
で
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

(
議
会
の
開
閉
)

第
八
粂
　
議
会
の
開
閉
は
､
議
長
が
嘗
告
す
る
o

(
4
J
k
i
諌
時
間
)

第
九
条
　
会
議
時
間
は
､
午
前
　
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
｡

2
　
議
島
は
､
必
要
が
あ
る
と
踏
め
る
と
き
は
､
会
議
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
o
た
だ
し
､
出
席
議
員
二
人
以
ト
か
ら
異
議
が
あ
る
と
き

は
'
討
論
を
用
い
ぢ
い
で
会
議
に
諮
っ
て
決
め
る
o

り
J
　
会
議
の
開
始
は
､
号
鈴
で
朝
ず
る
｡

(
休
会
:
f

覇
卜
条
　
日
曜
日
及
L
f
)
休
日
は
､
休
会
と
す
る
b

c
⊥
　
議
事
の
都
合
そ
の
･
砲
必
要
が
あ
る
と
き
は
'
議
会
は
､
議
決
で
休
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
0

3
　
護
良
が
､
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
へ
休
会
の
日
で
も
会
議
を
開
-
こ
と
が
で
き
る
.



♂
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4
地
雷
冶
竺
昭
和
二
十
二
年
-
第
六
十
七
号
｡
以
下
｢
法
｣
と
い
う
｡
)
-
十
四
粂
義
貞
の
請
求
に
よ
る
讃
芸
遠
｢
日
貨
∵

よ
る
碧
が
あ
っ
た
場
合
の
は
か
,
議
会
の
要
が
あ
っ
た
と
き
は
､
-
は
､
休
会
の
日
で
も
会
警
開
か
な
け
れ
ば
≡
讃
.
I
,

(
会
議
の
開
閉
)

第
十
妄
開
練
､
散
会
､
延
会
,
中
止
又
は
休
憩
は
､
議
長
が
宣
告
す
る
0

2
鷲
が
開
誓
書
す
る
前
又
は
散
会
､
誓
,
中
-
し
-
は
休
-
-
し
た
後
は
､
何
人
も
､
肇
に
つ
い
て
発
掌
る
こ
妄
言

な
い
｡

(
定
足
数
に
関
す
る
措
置
)

苧
妄
開
講
時
刻
後
相
当
の
時
間
-
て
も
､
な
お
出
席
-
が
定
足
数
に
達
し
な
い
と
き
は
､
議
長
は
,
雲
量
掌
る
こ
と
が
で
き
る

2
会
議
中
定
足
警
欠
-
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
-
る
と
き
は
､
-
は
,
議
員
の
退
席
-
止
し
､
又
は
議
場
外
の
議
員
に
題
董
め

る
こ
と
が
で
き
る
｡

3
会
議
中
定
足
数
を
欠
-
に
至
っ
た
と
き
は
､
議
長
は
,
休
憩
又
は
延
会
を
夏
写
る
･

(
出
席
催
告
)

苧
三
条
法
曹
十
三
粂
歪
足
数
)
)
の
規
定
に
よ
る
出
席
-
の
方
法
は
,
議
警
現
-
る
-
又
は
議
点
の
住
所
(
別
に
宿
所
又
は
連
絡

所
の
届
出
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
､
当
蹟
届
出
の
宿
所
又
は
連
絡
所
)
に
文
書
又
は
口
警
も
っ
て
行
う
｡

第
二
章
　
議
案
及
び
動
議

(
議
案
の
提
出
)

･
′



｢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

｢

舞
-
四
条
　
法
第
百
十
二
条
(
(
議
員
の
議
案
提
出
権
)
)
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
隙
-
ほ
か
､
議
員
が
凍
寒
を
提
出
す
る
に
当
た
つ
て
は
､
二
人
以

上
の
者
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
　
議
員
が
議
案
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
そ
の
実
を
そ
な
え
､
理
由
を
付
け
'
所
定
の
賛
成
者
と
と
も
に
連
署
し
て
､
諌
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

二
事
不
再
議
)

第
1
五
条
　
議
会
で
議
決
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
は
'
同
一
会
期
中
は
､
再
び
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
動
議
成
立
に
必
要
な
賛
成
者
の
数
)

第
十
六
条
　
動
議
は
､
法
又
は
こ
の
規
則
に
お
い
て
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
-
ほ
か
､
他
に
一
人
以
上
の
賛
成
者
が
な
け
れ
ば
謙
遜
と
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
修
正
の
動
議
)

第
卜
七
集
　
注
筆
筒
十
五
条
の
H
(
(
修
正
の
動
議
)
)
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
く
は
か
､
議
会
が
修
正
の
動
議
を
議
題
と
す
る
に
当
た
つ
て
は
､
二

人
以
上
の
者
の
発
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
　
修
正
の
動
議
は
､
そ
の
案
を
そ
な
え
､
所
定
の
発
議
者
が
連
署
し
て
､
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
秘
密
会
の
動
譲
)

第
-
八
森
　
秘
密
会
の
動
議
は
､
所
定
の
発
議
者
が
連
署
し
て
､
護
良
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
C

(
先
決
軌
議
の
措
置
)

窮
-
九
条
　
他
の
事
件
に
先
立
っ
て
衷
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
動
議
が
競
合
し
た
と
き
は
､
議
長
か
表
決
の
噸
洋
を
定
カ
る
o
　
た
た
･
,



∫

席
議
員
二
人
以
上
か
ら
異
議
が
あ
る
と
き
は
'
討
論
を
用
い
な
い
で
会
議
に
諮
っ
て
決
め
る
｡

(
事
件
の
撤
回
又
は
訂
正
及
び
動
議
の
撤
回
)

第
二
十
粂
会
議
の
議
題
と
な
っ
た
事
件
を
撤
画
し
､
又
は
訂
正
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
会
議
の
議
題
と
な
っ
た
動
議
を
撤
回
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
､
議
会
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
会
議
の
譲
懸
と
な
る
蹄
に
お
い
て
は
､
議
長
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
;
J
-
･

2
前
項
の
許
可
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
提
出
者
か
ら
事
件
に
つ
い
て
は
文
書
に
よ
り
､
動
議
に
つ
い
て
は
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
､
請
求

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
三
章
　
議
事
日
程

(
日
程
の
作
成
及
び
配
布
)

第
二
十
一
条
議
長
は
'
開
議
の
日
時
､
会
蟻
に
付
す
る
事
件
及
び
そ
の
噸
序
等
を
記
載
し
た
議
事
日
程
を
定
め
,
あ
ら
か
じ
め
議
員
に
配
布
す
る

｡
た
だ
L
t
や
む
を
得
な
い
と
き
は
､
議
長
が
こ
れ
を
報
告
し
て
配
布
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
日
程
の
頓
序
変
更
及
び
追
加
)

第
二
十
二
条
鏡
長
が
必
要
が
あ
る
と
縁
め
る
と
き
又
は
議
員
か
ら
動
議
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
､
練
最
は
,
討
論
を
用
い
な
い
で
会
議
に
諮
っ
て

'
法
事
日
程
の
噸
序
を
変
更
し
､
又
は
他
の
事
件
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
議
事
日
程
の
な
い
会
議
の
通
知
)

第
二
十
三
条
　
横
長
は
､
必
要
が
あ
る
と
確
め
る
と
き
は
､
閑
議
の
日
時
だ
け
を
礁
点
に
通
知
し
て
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
前
項
の
場
合
､
護
良
は
､
そ
の
開
講
ま
で
に
議
事
日
程
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
延
会
の
場
合
の
議
事
日
程
)

′

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(



｢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

｢

第
二
十
四
条
　
議
事
日
程
に
記
載
し
た
事
件
の
議
事
を
開
-
に
至
ら
な
か
っ
た
と
き
､
又
は
そ
の
議
事
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
と
き
は
､
議
長
は
､
史

に
そ
の
日
程
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
日
程
の
終
了
及
び
廷
会
)

第
二
十
五
条
　
議
事
日
程
に
記
載
し
た
事
件
の
議
事
を
終
わ
っ
た
と
き
は
､
鏡
長
は
､
散
会
を
宣
告
す
る
｡

2
　
議
事
日
程
に
記
載
し
た
事
件
の
議
事
が
終
わ
ら
な
い
場
合
で
も
､
議
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
又
は
議
員
か
ら
動
議
が
提
出
さ
れ
た
と

き
は
､
凍
長
は
'
討
論
を
用
い
な
い
で
会
議
に
蕗
っ
て
延
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第
四
章
　
選
挙

(
選
挙
の
官
告
)

第
二
十
六
条
　
議
会
に
お
い
て
選
挙
を
行
う
と
き
は
､
諌
息
は
'
そ
の
旨
を
宣
告
す
る
｡

(
不
在
議
員
)

第
二
十
七
粂
　
遥
挙
を
行
う
音
善
の
際
､
議
場
に
い
な
い
練
員
は
､
遥
挙
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
議
場
の
出
入
口
閉
鎖
)

第
二
十
八
粂
　
投
票
に
よ
る
選
挙
を
行
う
と
き
は
､
議
長
は
､
第
二
十
六
条
《
選
挙
の
童
告
》
の
規
定
に
よ
る
宣
告
の
後
､
職
員
を
し
て
議
場
の
出

人
口
を
閉
鎖
さ
せ
､
出
席
議
員
数
を
報
告
す
る
｡

(
投
票
用
紙
の
配
布
及
び
投
票
箱
の
点
検
)

第
二
十
九
条
　
投
票
を
行
う
と
き
は
'
議
長
は
､
職
点
を
し
て
議
員
に
所
定
の
投
票
用
紙
を
配
布
さ
せ
た
後
､
配
布
漏
れ
の
有
無
を
確
か
や
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡



ク

2
　
議
島
は
'
職
員
を
し
て
投
票
箱
を
点
検
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
投
票
)

第
三
十
条
　
議
員
は
､
議
良
の
指
示
に
従
っ
て
'
噂
次
､
投
票
す
る
｡

(
投
票
の
終
了
)

第
三
十
一
条
　
議
長
は
'
投
票
が
終
わ
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
､
投
票
漏
れ
の
有
無
を
確
か
め
､
投
票
の
終
了
を
雪
害
す
る
o
そ
の
電
害
が
患
っ
た

後
は
､
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
開
票
及
び
投
票
の
効
力
)

琴
d
l
-
二
条
　
議
長
は
､
開
票
を
宣
告
し
た
後
､
二
人
以
上
の
立
会
人
と
と
も
に
投
票
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
　
前
項
の
立
会
人
は
､
議
長
が
議
貞
の
中
か
ら
指
名
す
る
｡

3
　
投
票
の
効
力
は
､
立
会
人
の
意
見
を
聞
い
て
議
長
が
決
定
す
る
｡

(
選
挙
結
果
の
報
告
)

第
三
十
三
条
　
議
長
は
､
速
挙
の
結
果
を
直
ち
に
練
壕
に
お
い
て
報
告
す
る
｡

2
　
議
長
は
､
当
選
人
に
当
選
の
旨
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
選
挙
に
関
す
る
疑
義
)

第
三
十
四
条
　
選
挙
に
関
す
る
疑
義
は
､
議
長
が
会
誌
に
諮
っ
て
決
め
る
｡

(
選
挙
関
係
書
類
の
保
存
)

第
三
十
五
条
　
議
長
は
､
投
票
の
有
効
無
効
を
区
別
し
､
当
該
当
達
人
の
任
期
間
､
関
係
書
類
と
と
も
に
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

A

･
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第
五
章
　
議
事

(
議
題
の
宣
告
)

第
三
十
六
粂
　
会
議
に
付
す
る
事
件
を
議
題
と
す
る
と
き
は
'
議
長
は
'
そ
の
旨
を
宣
告
す
る
｡

(
一
括
議
題
)

第
三
十
七
粂
　
議
長
は
､
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
'
二
件
以
上
の
事
件
を
一
括
し
て
議
潜
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
た
だ
し
'
出
席
議
員
二

人
以
上
か
ら
異
議
が
あ
る
と
き
は
､
討
論
を
用
い
な
い
で
会
議
に
諮
っ
て
決
め
る
｡

(
議
案
等
の
朗
読
)

第
三
十
八
条
　
議
長
は
､
必
要
が
あ
る
と
諌
め
る
と
き
は
､
議
題
に
な
っ
た
事
件
を
職
員
を
し
て
朗
読
さ
せ
る
｡

(
講
真
等
の
説
明
､
質
疑
及
び
委
員
会
付
託
)

第
三
十
九
条
　
会
議
に
付
す
る
事
件
は
､
会
議
に
お
い
て
提
出
者
の
説
明
を
聞
き
､
議
員
の
質
疑
が
あ
る
と
き
は
質
疑
の
後
'
議
良
は
､
討
論
を
用

い
な
い
で
会
議
に
諮
っ
て
所
管
の
常
任
委
員
会
又
は
特
別
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
た
だ
し
､
他
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
､

こ
の
滞
り
で
な
い
｡

-
　
提
出
者
の
説
明
は
､
討
論
を
用
い
な
い
で
会
議
に
諮
っ
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
付
託
事
件
を
議
潜
と
す
る
時
期
)

第
g
l
十
条
　
委
員
会
に
付
託
し
た
事
件
は
､
第
七
十
七
条
(
(
委
員
会
報
告
書
)
)
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
提
出
を
ま
っ
て
議
題
と
す
る
｡

(
委
員
長
及
び
少
数
意
見
の
報
告
)

第
四
十
1
条
　
委
員
会
が
書
査
又
は
調
査
し
た
事
件
が
議
題
と
な
っ
た
と
き
は
'
委
員
長
が
そ
の
経
過
及
び
結
果
を
報
告
す
る
｡



2
　
第
七
十
六
条
(
(
少
数
意
見
の
留
保
》
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
を
行
っ
た
者
は
､
前
項
の
報
告
に
次
い
で
少
数
意
見
の
報
告
を
す
る
こ
と
か

で
き
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
少
数
意
見
が
二
個
以
上
あ
る
と
き
の
報
告
の
頓
序
は
､
議
長
が
定
め
る
｡

3
　
前
二
項
の
報
告
は
､
討
論
を
用
い
な
い
で
会
読
に
諮
っ
て
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

4
　
委
員
長
の
報
告
及
び
少
数
意
見
の
報
告
に
は
､
自
己
の
意
見
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
｡

(
修
正
案
の
説
明
)

第
四
十
二
条
　
提
出
者
の
説
明
又
は
委
貞
島
の
報
告
及
び
少
数
意
見
の
報
告
が
終
わ
っ
た
と
き
は
､
議
長
は
'
修
正
案
の
説
明
を
さ
せ
る
｡

(
委
員
長
報
告
等
に
対
す
る
葉
菜
)

第
四
±
二
条
　
議
員
は
､
委
員
長
及
び
少
数
意
見
を
報
告
し
た
者
に
対
し
､
質
疑
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
修
正
案
に
関
し
て
は
､
事
件
又
は
修
正

案
の
提
出
者
及
び
説
明
の
た
め
の
出
席
者
に
対
し
て
も
'
ま
た
同
様
と
す
る
｡

(
討
論
及
び
表
決
)

第
四
十
四
条
　
議
長
は
､
前
条
の
輩
姪
が
終
わ
っ
た
と
き
は
討
論
に
付
し
､
そ
の
終
結
の
後
､
表
決
に
付
す
る
｡

議
決
事
件
の
字
句
及
び
数
字
等
の
整
甥
)

第
四
十
五
条
　
議
会
は
､
議
決
の
結
果
生
じ
た
条
項
､
字
句
､
数
字
そ
の
他
の
整
理
を
議
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
委
員
会
の
審
査
又
は
調
査
の
耕
慨
)

第
四
十
六
条
　
議
会
は
､
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
､
委
員
会
に
付
託
し
た
事
件
の
審
査
又
は
調
査
に
つ
き
期
限
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
0

2
　
前
項
の
期
限
ま
で
に
筈
奄
又
は
調
査
を
終
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
､
委
員
会
は
'
期
限
の
延
期
を
議
会
に
求
め
る
こ
と
か
で
き
る
0

3
　
前
二
項
の
期
限
ま
で
に
審
査
又
は
調
査
を
終
わ
ら
な
か
っ
た
と
き
は
､
そ
の
事
件
は
､
第
四
十
条
(
(
付
託
事
件
を
議
苛
と
す
る
時
期
)
)
の
規
定

や
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に
か
か
わ
ら
ず
､
議
会
に
お
い
て
審
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
委
員
会
の
中
間
報
告
)

第
四
十
七
重
　
議
会
は
､
委
員
会
の
審
査
又
は
調
査
中
の
事
件
に
つ
い
て
､
特
に
必
要
が
あ
る
と
組
め
る
と
き
は
､
中
間
胡
告
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
｡

2
　
委
員
会
は
､
そ
の
審
査
又
は
調
査
中
の
事
件
に
つ
い
て
､
特
に
必
要
が
あ
る
と
詠
め
る
と
き
は
'
議
会
の
承
緒
を
得
て
､
中
間
報
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
｡

(
再
審
査
又
は
再
調
査
の
た
め
の
付
託
)

第
四
十
八
森
　
委
員
会
の
審
査
又
は
調
査
を
経
て
報
告
さ
れ
た
事
件
で
､
な
お
審
査
又
は
調
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
､
議
会
は
､
史
に

そ
の
事
件
を
同
1
の
纂
貞
会
又
は
他
の
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
議
事
の
継
続
)

第
四
十
九
泉
　
廷
会
､
中
止
又
は
休
憩
の
た
め
事
件
の
議
事
が
中
断
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
､
再
び
そ
の
事
件
が
議
題
と
な
っ
た
と
き
は
､
前
の
議

事
を
継
続
す
邑
0

第
大
草
　
発
言

(
発
言
の
許
可
等
)

箪
丘
卜
粂
　
発
言
は
,
す
べ
て
議
昆
の
許
可
を
得
た
後
､
登
壇
･
そ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
発
言
が
簡
単
な
場
合
そ
の
他
特
r
I
]
婆
良
か

許
可
し
た
と
き
は
､
議
席
で
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
議
長
は
､
諌
席
で
発
言
す
る
議
員
を
登
壇
さ
せ
る
こ
と
か
で
き
る
｡



(
発
言
の
要
求
)

第
五
十
一
粂
　
会
議
に
お
い
て
尭
吾
し
よ
う
と
す
る
者
は
､
起
立
し
て
｢
議
長
｣
と
呼
び
､
自
己
の
議
轄
番
号
を
告
げ
'
議
長
の
許
可
を
求
誓
言
=

れ
ば
な
ら
な
い
｡

-
　
二
人
以
上
起
立
し
て
発
言
を
求
め
た
と
き
は
'
議
長
は
'
先
起
立
者
と
認
め
る
者
か
ら
指
名
し
て
発
言
さ
せ
る
｡

(
討
論
の
方
法
)

第
五
十
二
粂
　
討
論
に
つ
い
て
は
､
議
長
は
､
最
初
に
反
対
者
を
発
言
さ
せ
､
次
に
賛
成
者
と
反
対
者
を
'
な
る
べ
-
交
互
に
指
名
し
て
琴
嘗
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
議
長
の
発
言
及
び
討
論
)

第
五
十
三
条
　
議
長
が
議
員
と
し
て
発
言
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
祷
席
に
着
き
発
言
し
'
発
言
が
終
わ
っ
た
後
､
議
長
席
に
捜
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡
た
だ
し
'
討
論
を
し
た
と
き
は
､
そ
の
議
題
の
表
決
が
終
わ
る
ま
で
は
､
議
長
席
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
発
言
内
容
の
制
限
)

第
五
十
四
条
　
発
言
は
､
す
べ
て
簡
明
に
す
る
も
の
と
し
､
議
怒
外
に
わ
た
り
又
は
そ
の
範
囲
を
準
え
て
は
な
ら
な
い
｡

2
　
議
長
は
､
発
言
が
前
項
の
規
定
に
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
注
意
し
､
な
お
従
わ
な
い
場
合
は
'
発
言
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

3
　
議
員
は
'
葉
碇
に
当
た
つ
て
は
､
自
己
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
葉
屋
の
回
数
)

第
五
十
五
条
　
質
疑
は
､
同
一
藤
島
に
つ
き
､
同
一
の
議
題
に
つ
い
て
　
三
　
回
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
o
た
だ
し
､
特
に
議
長
の
許
可
を
得

た
と
き
は
､
こ
の
降
り
で
な
い
｡



ユ

(
発
言
時
間
の
制
限
)

第
五
十
六
条
　
議
長
は
､
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
､
あ
ら
か
じ
め
発
言
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
議
長
の
定
め
た
時
間
の
制
限
に
つ
い
て
､
出
席
議
員
二
人
以
上
か
ら
異
議
が
あ
る
と
き
は
､
強
暴
は
､
討
論
を
用
い
な
い
で
会
議
に
諮
っ
て
決

め
る
｡

(
議
事
進
行
に
関
す
る
発
言
)

第
五
十
七
粂
　
議
事
進
行
に
関
す
る
発
言
は
'
議
題
に
直
接
関
係
の
あ
る
も
の
又
は
直
ち
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

-
　
諌
事
進
行
に
関
す
る
発
言
が
そ
の
趣
旨
に
反
す
る
と
紐
め
る
と
き
は
､
議
長
は
､
直
ち
に
制
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
発
言
の
継
続
)

第
五
十
八
粂
　
延
会
'
中
止
又
は
休
憩
の
た
め
発
言
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
議
員
は
､
更
に
そ
の
諌
事
を
始
め
た
と
き
は
､
前
の
発
言
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
｡

(
葉
疑
又
は
討
論
の
終
結
)

第
五
十
九
条
　
質
疑
又
は
討
論
が
終
わ
っ
た
と
き
は
､
議
長
は
､
そ
の
終
結
を
宣
告
す
る
｡

-
　
葉
疑
又
は
討
論
が
続
出
し
て
容
易
に
終
結
し
な
い
と
き
は
､
議
員
は
'
輩
疑
又
は
討
論
終
結
の
動
議
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

3
　
葉
疑
又
は
討
論
終
結
の
動
議
に
つ
い
て
は
､
議
長
は
､
討
論
を
用
い
な
い
で
会
議
に
諮
っ
て
決
め
る
｡

(
選
挙
及
び
表
決
時
の
発
言
制
限
)

第
六
十
条
　
選
挙
及
び
表
決
の
官
善
後
は
'
何
人
も
発
言
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
た
だ
し
､
選
挙
及
び
表
決
の
方
法
に
つ
い
て
の
発
言
I
f
r

こ
の
限
り
で
な
い
｡
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(
T
般
質
問
)

第
六
十
妄
　
議
貞
は
,
町
の
一
般
軒
務
に
つ
い
て
,
練
長
の
許
可
を
得
て
､
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
宴
間
者
は
､
議
長
の
定
め
た
期
間
内
に
'
議
長
に
そ
の
要
旨
を
文
書
で
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

3
　
葉
間
の
噂
序
は
'
議
長
が
定
め
る
｡

4
　
質
問
の
通
告
を
し
た
者
が
欠
席
し
た
と
き
､
又
は
葉
間
の
噴
序
に
当
た
つ
て
も
質
問
し
な
い
と
き
､
若
し
く
は
議
場
に
現
在
し
な
い
と
き
は
､

通
告
は
､
そ
の
効
力
を
失
う
｡

(
緊
急
質
問
等
)

第
六
十
二
条
　
砦
間
が
緊
急
を
要
す
る
と
き
そ
の
他
真
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
､
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
議
会
の
同
意
を

得
て
架
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
場
合
に
お
け
る
諌
会
の
同
意
に
つ
い
て
は
､
議
長
は
､
討
論
を
用
い
な
い
で
会
議
に
諮
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡

2
　
前
項
の
葉
間
が
そ
の
趣
旨
に
反
す
る
と
組
め
る
と
き
は
､
議
長
は
､
直
ち
に
制
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
準
用
規
定
)

第
六
十
三
条
　
質
問
に
つ
い
て
は
､
第
五
十
五
条
･
(
(
栄
達
の
画
数
)
)
及
び
第
五
十
九
条
(
(
菓
疑
又
は
討
輪
の
終
結
)
)
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
.

(
発
言
の
取
消
し
又
は
訂
正
)

第
六
十
四
条
　
議
点
は
､
そ
の
会
期
中
に
限
り
､
議
会
の
許
可
を
得
て
自
己
の
重
言
を
取
り
消
し
､
又
は
議
長
の
許
可
を
得
て
発
き
岩
訂
正
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
｡
た
だ
し
､
発
言
の
訂
正
は
､
字
句
に
限
る
も
の
と
し
'
発
言
の
趣
旨
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

第
七
章
　
委
員
会



(
議
長
へ
の
通
知
)

第
六
十
五
条
　
委
員
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
委
員
長
は
､
開
会
の
日
時
､
場
所
､
事
件
等
を
あ
ら
か
じ
め
議
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

(
会
議
中
の
委
員
会
の
禁
止
)

第
六
十
六
条
　
委
員
会
は
､
議
会
の
会
議
中
は
､
開
-
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
委
員
の
発
言
)

第
六
十
七
条
　
章
点
は
､
議
題
に
つ
い
て
自
由
に
質
疑
し
､
及
び
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
た
だ
し
'
委
員
会
に
お
い
て
別
に
発
言
の
方
法

を
決
め
た
と
き
は
'
こ
の
限
り
で
な
い
｡

(
委
員
外
議
員
の
発
言
)

第
L
ハ
ト
八
乗
　
委
員
会
は
､
審
査
又
は
調
査
中
の
事
件
に
つ
い
て
､
必
要
が
あ
る
と
組
め
る
と
き
は
､
委
員
で
な
い
議
員
に
対
し
そ
の
出
席
を
求
め

て
説
明
又
は
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
｡

リ
L
　
委
員
会
は
､
委
員
で
な
い
議
員
か
ら
発
言
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
'
そ
の
許
否
を
決
め
る
｡

妄
吉
日
の
議
案
修
正
)

第
六
-
九
条
　
委
員
は
､
修
正
案
を
発
議
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
そ
の
実
を
あ
ら
か
じ
め
委
員
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
写
り
な
い
｡

(
分
科
会
又
は
小
委
員
会
)

第
七
-
条
　
委
員
会
は
'
審
査
又
は
調
査
の
た
幼
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
､
分
科
会
又
は
小
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
連
合
審
査
会
)



∫

第
七
十
一
条
　
委
員
会
は
､
審
査
又
は
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
詠
め
る
と
き
は
'
他
の
委
員
会
と
協
諌
し
て
連
合
審
査
会
を
開
く
こ
と
が
で
き

る
｡(

証
人
出
頭
又
は
記
録
提
出
の
要
求
)

第
七
十
二
条
　
委
員
会
は
､
法
第
百
粂
(
(
珊
査
梅
)
)
の
規
定
に
よ
る
網
査
を
委
託
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
､
証
人
の
出
頭
又
は
記
録
の
提
出
を
求
め

よ
う
と
す
る
と
き
は
'
謙
長
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
所
管
事
務
の
甜
査
)

第
七
十
三
集
　
魚
任
委
員
会
は
､
そ
の
所
管
に
属
す
る
事
務
に
つ
い
て
調
査
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
そ
の
事
項
'
目
的
､
方
法
及
び
期
間
等
を
あ

ら
か
じ
め
議
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
重
点
の
派
溝
)

第
七
十
四
条
　
委
員
会
は
､
審
査
又
は
鋼
査
の
た
め
重
点
を
派
過
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
う
そ
の
日
時
'
場
所
'
目
的
及
び
経
費
等
を
記
載
し
た
派

遭
承
認
要
求
書
を
議
長
に
提
出
し
､
あ
ら
か
じ
め
承
畝
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
閉
会
中
の
継
続
審
査
)

第
七
十
五
条
　
委
員
会
は
'
閉
会
中
も
な
お
審
査
又
は
調
査
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
速
め
る
と
き
は
'
そ
の
理
由
を
付
け
､
議
長
に
申
し
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
少
数
意
見
の
留
保
)

第
七
十
六
条
　
委
員
は
､
委
員
会
に
お
い
て
少
数
で
廃
糞
さ
れ
た
意
見
で
他
に
出
席
委
員
一
人
以
上
の
賛
成
が
あ
る
も
の
は
'
こ
れ
を
少
数
意
見
と

し
て
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡



｢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

｢

-
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
少
数
意
見
を
留
保
し
た
者
が
そ
の
意
見
を
議
会
に
朝
告
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
簡
明
な
少
数
意
見
報
告
書
を

作
り
､
委
員
会
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
に
､
委
員
長
を
経
て
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
C

(
委
員
会
報
告
書
)

第
七
十
七
粂
　
委
員
会
は
､
事
件
の
審
査
又
は
調
査
を
終
わ
っ
た
と
き
は
､
報
告
書
を
作
り
､
.
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
八
尊
　
表
決

(
表
決
問
題
の
宣
告
)

第
七
十
八
粂
　
議
長
は
､
表
決
を
採
ろ
う
と
す
る
と
き
は
､
表
決
に
付
す
る
間
瀬
を
会
議
に
宣
告
す
る
｡

(
不
在
議
員
)

第
七
十
九
条
　
表
決
を
行
う
寛
告
の
際
､
議
場
に
い
な
い
議
員
は
､
衷
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
条
件
の
禁
止
)

弟
八
卜
条
　
表
決
に
は
､
条
件
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
起
な
に
よ
る
表
決
)

第
八
卜
一
条
　
議
長
は
､
表
決
を
採
ろ
う
と
す
る
と
き
は
､
問
題
を
可
と
す
る
者
を
起
立
さ
せ
､
起
立
者
の
多
少
を
認
定
し
て
可
否
の
結
果
貴
賓
告

す
る
｡

2
　
議
長
が
起
立
者
の
多
少
を
認
定
し
が
た
い
と
き
､
又
は
議
良
の
音
告
に
対
し
て
出
席
議
員
二
人
以
上
か
ら
異
議
が
あ
る
と
き
法
.
準
艮
)
空
　
走

名
文
は
無
記
名
の
投
票
で
表
決
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
投
票
に
よ
る
表
決
)



準
へ
十
二
長
　
講
良
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
'
又
は
出
席
議
員
二
人
以
ヒ
か
ら
要
求
が
あ
る
と
き
は
､
記
名
又
は
無
記
名
の
投
撃
衰
決
を

i
;
r
)
I
･

2
　
同
時
に
記
名
投
票
と
無
記
名
投
票
の
要
求
が
あ
る
と
き
は
'
議
長
は
､
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る
か
を
無
記
名
投
票
で
諌
め
る
｡

(
記
名
及
び
墳
記
名
の
投
票
)

準
八
卜
三
条
　
投
票
に
よ
る
表
決
を
行
う
場
合
に
は
､
問
題
を
可
と
す
る
者
は
栄
城
と
､
合
と
す
る
着
は
反
対
と
所
写
り
投
票
梢
紙
に
紀
撃
)
､
投

票
し
〃
仏
け
れ
ば
写
り
な
い
｡
た
だ
し
､
記
名
投
票
の
場
合
は
､
自
己
の
氏
名
を
併
記
.
こ
け
T
.
れ
'
,
･
J
S
I
掌
り
な
い
o

T
H
男
の
取
扱
い
)

第
八
i
･
㈹
袈
　
投
票
に
よ
る
衷
決
に
お
い
こ
､
賛
否
を
表
明
し
な
い
投
票
及
び
賛
否
が
明
ら
か
で
な
い
投
票
は
'
否
と
み
な
す
,
I

t
選
挙
規
定
の
準
用
)

琴
｡
羊
瓦
秦
　
記
名
又
は
無
記
名
の
投
票
を
行
う
場
合
に
は
､
琴
!
i
八
森
(
(
議
場
の
軍
人
H
閉
鎖
)
)
､
琴
f
九
条
(
(
投
票
用
紙
の
配
布
及
,
 
-
轟

票
箱
の
点
検
)
V
r
撃
二
卜
粂
(
(
投
票
)
)
､
第
三
十
l
粂
《
投
票
の
終
了
)
)
､
第
三
十
二
条
《
開
票
及
び
投
票
の
効
力
)
二
軍
i
f
三
条
(
(
選
挙
結

果
の
報
宣
)
第
7
項
､
第
三
,
L
四
条
(
遠
挙
に
関
す
る
疑
義
)
)
及
び
第
三
十
五
条
(
(
選
挙
関
係
書
類
の
保
存
)
)
の
規
定
を
準
用
す
る
｡

(
表
決
の
訂
正
)

第
八
十
六
条
　
議
員
は
､
自
己
の
表
決
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
簡
易
長
決
)

第
八
卜
七
条
　
諸
島
は
､
問
撃
ち
い
て
異
議
の
有
無
を
会
議
に
諮
る
こ
と
が
で
き
る
.
異
議
が
な
い
と
認
め
る
と
さ
は
､
譲
良
は
､
可
決
の
旨
を

富
告
す
る
｡
た
だ
し
'
護
良
の
宣
告
に
対
し
て
､
出
席
議
員
二
人
以
上
か
ら
異
議
か
あ
る
と
き
は
､
議
長
は
､
起
し
芸
方
法
で
表
決
を
撃
つ
な
け

I

 

I

･



れ
ば
な
ら
な
い
.
.

へ
表
決
の
順
序
)

第
･
;
ト
.
f
条
　
議
員
の
提
出
し
た
嘩
山
室
は
､
善
男
l
r
i
の
修
正
案
よ
り
先
に
表
決
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
　
同
･
の
議
題
に
つ
い
て
､
議
員
か
ら
数
個
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
､
議
呂
が
表
決
の
憤
序
を
定
め
る
｡
そ
の
頒
序
は
､
額
案
に
最
も

遠
い
も
の
か
ら
先
に
表
決
を
採
る
｡
た
だ
し
､
表
決
の
頓
序
に
つ
い
て
出
席
議
員
二
人
以
上
か
ら
異
議
が
あ
る
と
き
は
､
譲
良
は
､
討
論
を
用
い

な
い
で
会
議
に
諮
っ
て
決
め
る
o

3
　
修
正
案
が
す
べ
て
否
決
さ
れ
た
と
き
は
､
原
案
に
つ
い
て
表
穴
を
採
る
｡

第
九
章
　
請
願

蒜
絹
頗
苦
の
記
載
事
項
等
)

第
八
十
九
条
　
摘
舶
苦
に
は
､
邦
文
を
用
い
､
請
鹿
の
趣
旨
､
提
出
年
月
日
､
請
御
者
の
住
所
及
び
氏
名
(
法
人
の
場
合
に
は
そ
の
名
称
及
べ
,
,
代
薮

者
の
氏
名
)
を
記
載
し
､
押
印
-
∵
ふ
け
れ
､
耳
写
i
T
な
い
｡

2
　
請
願
を
紹
介
す
る
議
員
は
'
請
蘭
書
の
表
紙
に
署
名
又
は
記
名
押
印
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

3
　
請
願
若
の
提
出
は
､
平
穏
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
亨
･
T
な
い
｡

(
諭
闇
n
S
M
十
L
J
3
取
消
し
)

第
叱
卜
監
　
護
季
空
洞
鮎
の
紹
介
を
取
り
消
そ
う
と
す
る
と
き
は
'
全
域
の
議
題
と
な
っ
た
後
に
お
い
て
は
議
会
の
許
可
を
碍
〝
ふ
け
q
j
i
･
 
r
t
?
っ
:
i
=

･
た
た
.
)
､
会
議
の
議
題
と
な
る
前
に
お
い
て
は
､
議
臣
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
挙
れ
な
い
o

リ
]
　
前
項
(
I
.
許
可
を
束
の
i
i
.
 
･
r
;
と
す
る
と
き
は
､
文
書
に
よ
り
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡



9

(
請
願
文
苦
衷
の
作
成
及
び
配
布
)

第
九
ト
1
[
粂
　
議
長
は
､
請
願
文
苦
衷
を
作
成
し
､
読
点
に
配
布
す
る
｡

-
　
請
願
文
苦
衷
に
は
､
請
願
書
の
受
理
番
号
､
請
願
者
の
住
所
及
び
氏
名
､
請
願
の
要
旨
､
紹
介
議
員
の
氏
名
並
び
に
受
理
年
月
日
を
記
載
マ
フ

3
　
請
願
者
数
人
連
署
の
も
の
は
は
か
何
人
と
､
同
一
議
員
の
紹
介
に
よ
る
数
件
の
内
容
同
一
の
も
の
は
ほ
か
何
件
と
記
載
す
る
.

(
請
願
の
委
員
会
付
託
)

第
九
十
二
条
　
議
長
は
'
第
三
十
九
条
(
(
議
案
等
の
説
明
'
質
疑
及
び
委
員
会
付
託
)
)
第
7
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
請
願
文
苦
衷
の
配
布
と
と

も
に
､
請
願
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
o
た
だ
し
､
会
議
に
付
し
た
緒
願
は
'
議
会
の
議
決
で
特
別
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
｡

2
　
会
議
に
付
し
た
請
願
の
委
員
会
の
付
託
は
､
議
会
の
議
決
で
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

3
.
請
瀬
の
内
容
が
二
以
上
の
委
員
会
の
所
管
に
尾
す
る
場
合
は
､
二
以
上
の
請
願
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
､
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託

す
る
｡

(
紹
介
議
員
の
委
員
会
出
席
)

第
九
十
三
条
　
委
員
会
は
､
審
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
組
め
る
と
き
は
､
紹
介
議
員
の
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

…
　
紹
介
譲
員
は
､
前
項
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
､
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
請
願
の
審
査
報
告
)

第
九
十
四
条
　
委
員
会
は
､
給
願
に
つ
い
て
審
査
の
結
果
を
次
の
区
分
に
よ
り
議
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†



yLJ

採
択
す
べ
き
も
の

二
　
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

2
　
委
員
会
は
､
必
要
が
あ
る
と
組
め
る
と
き
は
､
請
願
の
審
査
結
果
に
意
見
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

3
　
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
請
願
で
､
町
長
そ
の
他
の
関
係
執
行
機
関
に
送
付
す
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
も
の
並
び
に
そ
の
処
輝
の

経
過
及
び
結
果
の
報
告
を
請
求
す
る
こ
と
を
適
当
と
組
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
､
そ
の
旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
陳
情
書
の
処
理
)

第
九
卜
五
条
　
陳
情
書
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
議
島
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
は
､
繕
触
書
の
別
に
よ
り
処
理
す
る
も
の
と
す
る
0

第
卜
章
　
秘
密
会

(
指
定
者
以
外
の
退
場
)

第
九
十
六
条
　
秘
密
会
巷
間
-
譲
決
が
あ
っ
た
と
き
は
'
議
長
は
､
傍
聴
人
及
び
議
長
の
指
定
す
る
者
以
外
の
者
を
詩
場
の
外
に
退
去
さ
せ
な
け
れ

ほ
な
ら
･
な
い
｡

(
秘
密
r
r
J
 
l
i
保
持
)

第
九
-
七
粂
　
秘
密
会
の
議
事
の
記
録
は
､
公
表
し
な
い
｡

-
　
秘
密
会
の
議
事
は
'
何
人
も
秘
密
性
の
継
続
す
る
限
り
､
他
に
漏
ら
し
て
は
な
ー
L
言
1
い
0

第
ト
.
章
　
辞
職
及
び
餐
格
の
決
定

八
歳
是
政
.
'
ひ
副
諸
島
の
辞
職
)

第
九
卜
八
条
　
議
良
が
辞
職
-
て
す
り
と
す
る
と
き
は
副
議
員
に
､
副
議
最
が
辞
職
L
よ
う
と
す
る
と
き
は
議
長
に
､
辞
表
を
提
出
し
な
T
:
わ
は
t
T
u
A
ウ
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2
　
前
項
の
辞
表
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
､
そ
の
旨
議
会
に
報
告
し
､
討
論
を
用
い
な
い
で
会
議
に
諮
っ
て
そ
の
許
否
を
決
め
る
｡

3
　
閉
会
中
に
副
議
長
の
辞
職
を
許
可
し
た
場
合
は
､
議
長
は
r
　
そ
の
旨
を
次
の
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

(
議
員
の
辞
職
)

第
九
卜
九
条
　
鏡
点
が
辞
職
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
､
議
長
に
辞
表
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

-
　
前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
､
議
員
の
辞
職
に
つ
い
て
､
準
用
す
る
｡

(
資
格
決
定
の
要
求
)

第
百
奏
　
法
第
百
二
十
七
粂
(
(
失
職
及
び
資
格
決
定
)
)
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
､
議
員
の
被
選
挙
権
の
有
無
又
は
法
第
九
十
二
条
の
二
(
(
議
員
の
凝

集
禁
止
)
)
の
規
定
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
会
の
決
定
を
求
め
よ
う
と
す
る
議
員
は
'
要
求
の
理
由
を
記
載
し
た
要
求
書
を
証
拠
貰
類

と
と
も
に
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
資
格
決
定
の
審
査
)

第
百
一
条
　
前
条
の
要
求
に
つ
い
て
は
､
,
議
会
は
､
第
‥
t
f
九
条
(
(
議
案
等
の
説
明
､
質
疑
及
び
委
員
会
付
託
》
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
'

委
員
会
に
付
託
し
な
け
れ
ば
決
定
す
る
j
J
と
が
で
き
な
い
｡

第
十
二
L
章
　
規
律

(
品
位
の
尊
重
)

第
百
二
条
　
議
員
は
､
議
会
の
品
位
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

(
携
帯
品
)

(.

I



ユユ-

一

｢　　　　　　　　　　　　　　　　　∫

範
卑
一
義
　
議
場
に
入
る
者
は
､
帽
子
､
外
と
う
､
襟
巻
'
つ
え
､
か
さ
'
写
真
機
及
び
録
音
機
の
類
を
着
用
し
'
又
は
携
帯
し
て
は
な
ら
L
な
い

｡
た
だ
し
､
病
気
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
諌
長
の
許
可
を
得
た
と
き
は
､
こ
の
限
り
で
な
い
｡

(
議
事
妨
害
の
禁
止
)

第
百
四
条
　
何
人
も
､
会
議
中
は
､
み
だ
り
に
発
言
し
､
騒
ぎ
､
そ
の
他
議
事
の
妨
害
と
な
る
言
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
｡

(
離
席
)

第
百
1
i
j
粂
　
議
員
は
､
会
議
中
み
だ
り
に
議
席
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
｡

蒜
ポ
煙
)

第
百
六
条
　
何
人
も
､
議
場
に
お
い
て
喫
煙
し
て
は
な
ら
な
い
c

t
新
聞
等
の
閲
読
禁
I
t
j
J

範
百
七
条
　
何
人
も
､
会
議
中
は
､
参
考
の
た
め
に
す
る
も
の
の
ほ
か
､
新
聞
紙
又
は
書
籍
の
類
を
閲
読
し
て
は
な
ら
な
い
｡

!
許
可
爪
な
い
登
壇
の
禁
t
L
J

轟
I
E
I
r
卜
麗
　
何
･
<
■
も
､
護
良
の
許
可
が
な
け
れ
ば
演
壇
に
登
っ
て
は
な
ら
な
い
｡

(
諸
島
の
秩
序
保
持
臆
)

弟
百
九
集
　
注
又
は
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
規
律
に
関
す
る
問
題
は
'
議
長
が
定
め
る
o
た
だ
し
､
諌
良
f
f
J
′
心
華
が
右
･
争
1
･
藷
‥

と
き
は
､
討
論
を
周
い
な
い
で
会
議
に
諮
っ
て
凍
頼
る
､
}

第
十
三
尊
　
懲
罰

(
懲
罰
動
議
の
提
出
)
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第
百
十
条
　
懲
罰
の
勤
続
は
､
文
書
を
も
っ
て
所
定
の
発
読
者
が
連
署
し
て
,
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
　
前
項
の
動
議
は
'
懲
罰
事
犯
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
日
以
内
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
第
九
十
七
集
蒜
密
の
保
持

》
第
二
項
の
違
反
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
､
こ
の
限
り
で
な
い
｡

(
懲
罰
の
審
査
)

第
百
十
妄
懲
罰
に
つ
い
て
は
､
議
会
は
､
第
三
十
九
条
(
(
#
案
等
の
説
明
､
害
笈
び
委
曇
荷
託
)
)
第
遠
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
･
吾
員

会
に
付
託
し
な
け
れ
ば
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

(
代
理
弁
明
)

第
百
十
二
条
　
議
員
は
､
自
己
に
関
す
る
懲
罰
動
議
及
び
懲
罰
事
犯
の
会
議
並
び
に
委
員
会
で
一
身
上
の
弁
明
を
す
る
場
合
に
お
い
て
,
議
会
又
は

吾
貝
会
の
同
意
を
得
た
と
き
は
､
他
の
議
員
を
し
て
代
わ
っ
て
弁
明
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
戒
告
又
は
陳
謝
の
方
法
)

第
百
十
三
粂
　
戒
告
又
は
陳
謝
は
'
議
会
の
決
め
た
戒
告
文
又
は
陳
謝
文
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
｡

(
出
席
停
止
の
期
間
)

第
百
十
四
条
　
出
席
停
止
は
､
七
日
を
嘩
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
た
だ
し
'
数
価
の
懲
罰
事
犯
が
併
発
し
た
場
合
又
は
供
に
出
席
を
停
止
さ
れ
た

者
に
つ
い
て
そ
の
停
止
期
間
内
に
更
に
懲
罰
事
犯
が
任
じ
た
場
合
は
､
こ
の
限
り
で
な
い
.

(
出
席
停
止
期
間
中
出
席
し
た
と
き
の
措
置
)

第
百
十
五
条
出
席
を
停
止
さ
れ
た
議
員
が
そ
の
期
間
内
に
議
会
の
会
議
又
は
委
貞
会
に
出
席
し
た
と
き
は
､
議
長
又
は
委
員
長
は
､
直
ち
に
退
去

を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

′
一
｢



ユ年

遠
心
罰
の
嘗
告
)

第
百
十
六
条
　
議
会
が
懲
罰
の
議
決
を
し
た
と
き
は
､
議
長
は
､
公
開
の
議
場
に
お
い
て
官
奮
す
る
｡

第
ト
E
I
車
　
会
議
録

(
会
議
録
の
記
載
事
項
)

第
百
卜
七
条
　
会
議
録
に
記
載
す
る
事
項
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

二≡四Lc
一

､

∫ノ七.;九
⊥

-

･Ir7
十
二

開
会
及
び
閉
会
に
関
す
る
事
項
堆
び
に
そ
の
年
月
日
暗

闘
議
'
散
会
､
延
会
､
中
止
及
び
休
憩
の
日
時

出
精
及
び
欠
席
議
員
の
氏
名

職
務
の
た
め
議
場
に
出
席
し
た
事
務
局
職
員
の
職
氏
名

説
明
の
た
め
出
席
し
た
者
の
職
氏
名

議
事
日
程

議
巨
の
諸
報
告

講
員
(
り
異
動
並
[
･
)
に
議
席
の
指
定
及
び
変
更

委
員
会
報
告
書
及
び
少
数
意
見
報
告
書

会
議
に
付
し
た
事
件

議
案
の
提
出
､
撤
回
及
び
訂
正
に
関
す
る
事
項

選
挙
の
経
過



2t5

十
三
　
議
事
の
経
過

十
四
　
記
名
投
票
に
お
け
る
賛
否
の
氏
名

十
.
1
j
　
そ
の
他
練
最
又
は
議
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
た
事
項

(
会
議
録
署
名
議
員
)

第
百
十
八
粂
　
会
議
録
に
署
名
す
べ
き
譲
点
は
'
二
人
と
し
､
議
長
が
会
議
に
お
い
て
指
名
す
る
｡

第
十
玉
章
　
補
則

(
会
読
規
則
の
疑
義
)

第
百
十
九
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
疑
義
が
生
じ
た
と
き
は
､
議
長
が
決
め
る
｡
た
だ
し
'
異
議
が
あ
る
と
き
は
､
会
議
に
諮
っ
て
決
め
る
｡

附

　

則

こ
の
規
則
は
'
昭
和
六
十
二
年
　
切
月
　
ノ
　
日
か
ら
施
行
す
る
｡

■

　

.

{


